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１ 団体の来歴 

 1963年より、前住職が浄土宗の寺院・日新窟のベトナム支援活動を開始。 

 2011年の東日本大震災で、ベトナム大使館からの要請で被災したベトナ

ム人を受け入れ。 

 その後、ベトナム人技能実習生、留学生の数が急増し。在留ベトナム人

の「駆け込み寺」として、相談の枠を超え広く支援活動を行ってきた。

ベトナム人の命と人権を守る活動を通し、“ともにいきる”社会の実現を

目指している。 

 

２ 事業の内容 

 人道支援活動   （令和元年度）支援 218名、保護 46名 

 広報・教育活動  （令和元年度）講演、勉強会＠東京、神戸など 

 地域貢献支援活動 （令和元年度）ベトナム５都市現地調査など 

 

３ 本日のポイント 

 コロナ禍は、ベトナム人の若者にどのような影響を与えているか。 

 日越ともいき支援会に保護・支援を求めてくるベトナム人の若者は、 

どのような人々か。 

 日越ともいき支援会は、ベトナム人の若者をどのように支援しているか。 

・ 衣食住に関する緊急の支援 

・ 時間をかけた丁寧な聴取り 

・ 就職（復職や再就職）の支援 

・ 入管、警察、その他の行政機関への同行 

・ 医療保健サービスの確保（病気・怪我の治療や出産（母子）に関する

支援等） 

・ その他 

 行政機関（国、地方公共団体、独立行政法人など）、企業、他の団体等と

の連携について、どのように考え、また、どのように実践しているか。 

資料４






